
第 7回　理事会
日　時：令和 4 年10月13日（木）12：00～13：00
場　所：関西大学千里山キャンパス100周年記念会館（Web

会議併用）
出席者：長田会長（議長），清水副会長，北田副会長， 

末永常務理事，稲垣，太田，大谷，大津，小俣， 
笠，佐々木，竹村，德永，西山，長谷川（淳）， 
長谷川（信），平野，舩山，升元，三好，村上， 
和田各理事，緒方，野村各監事 
欠席者：池見，林，三田村各理事 

（理事25名中22名出席（過半数）により理事会は成立）
陪席者：熊谷（事務局）
議事内容：

1．前回議事録の確認
・ 令和 4 年 9 月13日開催の令和 4 年度第 6 回理事会の

議事録案について，承認した．
2．審議事項
1 ）会員状況の確認

・ 事務局長から10月13日時点における会員状況につい
て説明があり， 8 名の入会を承認した．

・ 10月13日現在，正会員1,833名，学生会員46名，名
誉会員65名となり，総数は1,944名であることを確
認した．

2 ）功績賞選考に係る「規則」，「表彰規程」の改定につ
いて
・ 清水副会長より説明があり，説明内容について確認

するとともに，次回以降の理事会において審議する
こととなった．

3 ）CPD受講・講師証明書への学会印章使用について
・ 常務理事より，標記の説明があった．審議の結果，

CPD受講・講師証明書への学会印章の使用につい
て承認した．

4 ）経済産業省からの委員の推薦依頼について
・ 常務理事より説明があり，審議の結果，資源エネル

ギー庁 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業
分科会 原子力小委員会の下に設置されている「地
層処分技術WG」の臨時委員として，本学会より会
長を推薦することについて承認した．

3．本部からの報告事項
1 ）収支状況

・ 事務局長より説明がなされ，令和 4 年 6 月の収支に
ついて，単月では赤字となるものの，当期収支差額
については前年を上回って推移していることが確認
された．

2 ）イベント開催に伴う広報およびCPD申請・登録方法
について
・ 常務理事より説明がなされ，総務委員会の下に設置

したCPD連絡会における議論の結果取りまとめら
れた，「イベント開催に伴う広報及びCPD申請・登
録方法について」の内容を確認した．

3 ）大学生向けの講習会の開催について
・ 常務理事より説明がなされ，来年 1 月以降に開催が

計画される大学生向けの講習会の実施要領について
確認された．

・ 資料中に記載のある「一家に 1 枚ポスター」につい
ては，現状でのポスターの呼称である「ジオメリッ
トポスター」に修正することとなった．

4 ）第 1 回深田賞選考結果について
・ 常務理事より説明がなされ，本学会より応募した土

木地質研究部会は残念ながら選考されなかったこと
が確認された．

5 ）中国四国支部への転載依頼について
・ 常務理事より説明があり，数研出版から出版が予定

されている「新課程 フォトサイエンス 地質図録」
に掲載を希望するコアストーンの写真について，中
国四国支部で作成されたQ&Aの編集委員長であり，
コアストーンの写真の撮影者である小笠原総務委員
より転載が許諾されたことが確認された．

6 ）IAEG選挙結果について
・ 担当理事より説明がなされ，大激戦の選挙の結果，

会長はIAEGのJapan NG推薦の方が僅差で敗れたこ
と，アジア地区副会長は，Japan NGの投票した 2
名が当選されたことが確認された．

7 ）土木地質研究部会「令和 4 年度ミニ講習会」につい
て
・ 担当理事より説明がなされ，12月22日にミニ講習会

が開催されることを確認した．
・ 現状で100名が定員となっているものの，Zoomの制

約上は500名まで参加可能であることから，可能な
限り定員数を増やしてはどうかとの意見が出された．

8 ）ポスターセッションの採点について
・ 担当理事より説明がなされ，研究発表会のポスター

について，後日採点の依頼があることが確認された．
9 ）他学協会からの依頼

・ 常務理事より，社会地質学会「第32回社会地質学シ
ンポジウム」への後援依頼，德永理事への図表の引
用・転載依頼，ならびに物理探査学会 第147回学術
講演会への後援依頼について，それぞれ総務委員会
において審議を行った結果，後援ならびに引用・転
載を受諾したことが報告された．

4．各委員会・支部・研究部会・小委員会からの報告事
項

1 ）総務委員会
・ 常務理事より，10月 5 日開催の委員会議事録案， 9



月21日開催のCPD連絡会の議事録案が提出された．
2 ）ダイバーシティ推進特別委員会

・ 担当理事より， 9 月26日開催の委員会議事録案が提
出された．

・ 研究発表会の前日に開催された令和 4 年度第 3 回
キャリアデザインセミナー /アースサロンの結果が
速報された．


